
 

【組織活動・保健室経営】 

９：校内連携①（小学校） 

取
組
内
容 

テーマ 新しい学校生活様式 ～〇〇小学校学校Ver～ 

取組に至った

経緯 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のために教職員と児童が共通して

取り組む事項をまとめた。３つの避けるべき条件（換気の悪い密閉空間、

多くの人が密集、近距離での会話や発声）や授業中、休み時間、給食等、

学校生活において感染防止対策を講じる場面について独自の生活様式

を作成した。 

 校内掲示や配布をすることで、児童が視覚的に捉えやすくなり、保護

者や地域への共通理解を図ることにも繋げた。 

実施時期 年間 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 

 学校生活で取り組むべき内容を精査することで、休校後の登校から感

染防止対策をスムーズに講じるきっかけができた。 

 感染状況、実態、季節等に合わせ、更新しながら感染防止の行動をと

ることができた。 

課題等 

 生活の中で慣れが生まれ、感染防止に対する危機感が薄れてきた。通

常の学校生活を意識しながら、感染対策を徹底する意識を高めたり、維

持したりする手立てが更に必要だと感じる。 

 

  



 

【補足資料】９：校内連携①（小学校）           【組織活動・保健室経営】 

「新しい学校生活様式」 
１ 新型コロナウイルス感染拡大防止のための取組 

   国や県の通知等を参考に、本校の実態に応じた独自の「新しい学校生活様式」を作成し

た。感染状況や季節ごとにバージョンを更新し、情報発信を行った。 

 

本校学校医の先生にご指導をいただきながら、本校の実態

に応じた「新しい学校生活様式」を作成した。ウイルスを体の

中に入れないための工夫があり、家庭と協力しながら実践に

取り組んできた。家庭に向けてプリントを配布し、学校での

取組についても理解してもらえるようにした。 

校内では、各学年のフロアや教室等に掲示し、全校で統一

した指導が行えるようにした。 



 

【組織活動・保健室経営】 

９：校内連携②（小学校） 

取
組
内
容 

テーマ 保護者・職員との連携「基本に立ち返り、万全を期す」について 

取組に至っ

た経緯 

 令和元年度に新型コロナウイルスが出現してまだよく分かっていな

い頃、その得体の知れなさに驚き、誰もが不安を募らせていた。 

 その後、徐々に予防法について分かりだし、ソーシャルディスタンス・

３密等の対応に皆が終始した。感染状況や予防対応など、劇的に変化し

た部分もあるが、基本は、体に入れないこと。体内に入っても戦える抵

抗力をつけることと考える。 

 手洗い・うがい・換気・人との距離をとる・食事内容に気をつけ・睡

眠を確保し・小まめに動く。若干忘れがちになっているこれらの基本に

立ち返って、学校のホームページや保健だより、職員打ち合わせや保健

部会等にて、保護者や職員に働きかけている。 

実施時期 年間 

成
果
と
課
題 

成果 

 著しい勢いで日本に感染が広がっている今（令和３年夏現在）、「自

分が出来ることは何か」を考え、注意喚起を積極的に行う。目標であり、

成果ではないが、その事が功を奏するように努力していきたい。 

課題等 

 児童が夏休み明けに登校した際に、放送や保健だより等の配付をとお

して働きかける。きめ細かな対応や保健教育案の作成と学級での実施を

依頼する。 

 もし臨時休校等になれば、手立ての選択幅が減るが、発信し続けたい。 

 

  



 

【組織活動・保健室経営】 
９：校内連携③（小学校） 

取
組
内
容 

テーマ 夏休み明けの感染防止対策～教職員向けのお便りから児童の指導へ～ 

取組に至った

経緯 

 マスクはしているが鼻を出している児童や教職員がいる実態があ

り、感染症対策の研修から得た知識をまとめ教職員へ発信した。併せて

児童用にパワーポイント資料を作成し、始業式後に全校児童に伝えた。 

 また、修学旅行のオリエンテーションでは、バス等の狭い空間で過ご

す時間が長くなることから、不織布マスク着用の意義と効果について

伝えた。 

実施時期 令和３年度 ２学期 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 

 教職員全員が不織布マスクを着用するようになった。熱中症も意識

して換気の仕方を変えてくれるようになった。マスクが下がって鼻が

出ると、マスクを上げる児童の姿が多く見られるようになった。 

課題等 

 指導の直後は意識が高まるが、それを継続していくことが課題とな

るため、繰り返し指導する中で、興味関心を高められるエッセンスを加

えていきたい。 

【補足資料】９：校内連携③（小学校） 

「夏休み明けの感染症予防と熱中症予防対策 ～教職員向けのお便りから児童の指導へ～」 
１ 保健室から先生方へのお便り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 児童への指導 ～ICT の活用～ 

 2学期の開始にあわせ、教職員へのお便り

の内容をパワーポイントにまとめ、全校児童

に指導した。また、児童の実態に応じて、必

要な時に繰り返し活用できるよう、教職員の

共有フォルダに保存し活用する予定。 
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【組織活動・保健室経営】 

９：校内連携④（小学校） 

取
組
内
容 

テーマ 新型コロナウイルス感染症の対応について（マニュアル作成等） 

取組に至った

経緯 

新型コロナウイルス感染症の疑いや濃厚接触者の対応について、保護

者への対応、関係機関への報告方法等、校内での共通理解を図る必要が

あった。 

クラスター発生時に備え、校内での対応等について準備が必要だと考

えた。 

実施時期 令和２年６月、令和３年１月 

成
果
と
課
題 

成果 

 毎日の健康観察や保護者からの連絡に対して、必要な情報の聞き取り

や対応がスムーズにできた。 

 また、必要な備品の確保や校内でのシミュレーションを行うことがで

きた。 

課題等 校内の共通理解だけでなく、中学校(兄弟関係)との連携も必要。 

 

９：校内連携⑤（小学校） 

取
組
内
容 

テーマ 「新型コロナウイルス感染症拡大防止徹底についてのお願い」の発行 

取組に至った

経緯 

 感染拡大が続いているが、長引く感染対策への「慣れ」によって危機

感が薄れ、体調不良でも登校したり解熱後すぐに登校したりするケース

が増えることが予想された。 

 学校としての方針を明確に提示し、職員も共通認識のもと体調不良者

への対応にあたれるよう、文書を発行した。 

実施時期 令和３年度 １学期 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 

 文書を発行したことで、発熱等風邪症状のある時は、登校を自粛する

ことや、解熱後２日は登校しないということについて、家庭の理解を得

やすくなった。 

課題等 
 今後も危機感の薄れによって対応にばらつきが出ないよう、定期的に

学校としての方針を示していく必要がある。 

  



【補足資料】９：校内連携⑤（小学校） 

「新型コロナウイルス感染拡大防止徹底についてのお願い」 
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【組織活動・保健室経営】 

９：校内連携⑥（小学校） 

取
組
内
容 

テーマ 教職員研修・校内連携を軸とした保健管理と保健教育の推進 

取組に至った

経緯 

 感染状況が日々変化する中で、状況に合った学校の対策を教職員が

理解しておく必要があると考えた。 

 そこで、管理職・学年主任を中心に協議を重ね、学校独自のガイドラ

インを作成し、それを用いて教職員研修（消毒方法・児童への指導を含

む）を行った。 

実施時期 令和２年４月、８月 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 

・全体で統一された感染症対策を実施することができた。 

・教職員の感染予防に対する意識が向上した。 

・常に様々な担当と相談する機会が生まれ、情報連携が活発になった。 

課題等 

 実施時期の見極めが大切である。突発的に短時間で発信していくこ

とと、少し先を見越して、計画的に準備を行い、ある程度の時間を確保

して研修の場を設けることを合わせて行う必要がある。 

 

  



 

【組織活動・保健室経営】 

【補足資料】９：校内連携⑥（小学校）  

教職員研修・校内連携を軸とした保健管理と保健教育の推進 

「研修資料」 

ガイドライン（一部抜粋）    

 ~本ガイドライン（一部抜粋）は、令和 2年４月、一斉臨時休校明け時点に職員研修で実施した際に活用したもので

す。現在はガイドラインを見直しながら、地域の感染状況等に併せ実践を積み重ねています。~ 

 

 



 

【組織活動・保健室経営】 
【補足資料】９：校内連携⑥（小学校）  

〇研修パワーポイント （一部抜粋） 

（学校再開時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２学期が始まる前） 

 



 

【組織活動・保健室経営】 

９：校内連携⑦（中学校） 

取
組
内
容 

テーマ 感染者発生時の電話聞き取り票 

取組に至った

経緯 

 新型コロナウイルス感染症発生の第一報は、本校においては教頭が一

括して受けることになっている。教頭不在時に連絡が入る可能性も考え

られ、電話対応した教員が、保護者等から聞き取るべき内容が分かるよ

う、各電話脇に「感染症連絡記録票」を設置した。 

実施時期 年間 

成
果
と
課
題 

成果 
 現在、陽性者報告はないが、家族が感染し濃厚接触となった際の聞き

取りの参考にもなり、情報の報告・共有がスムーズにできた。 

課題等 
 職員から追加して聞き取りが必要な項目の意見をもらい、随時改善が

必要である。 

 
  



 

【組織活動・保健室経営】 

９：校内連携⑧（中学校） 

取
組
内
容 

テーマ スクールカウンセラーと連携した「心の健康」 

取組に至った

経緯 

 修学旅行が延期になり、部活動も引退し、受験が身近になっている

状況がある。 

 日頃から校内でお世話になっているスクールカウンセラーから話を

してもらうことで、コロナ禍でも感染せず、前向きに乗り越えてほし

いという思いで取り組むこととした。 

実施時期 令和２年６月 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 

 「シロでもないクロでもない世界でこころを健康に」というテーマ

で行った。これまでとこんなところが違ったらという視点から、早め

のSOSを出すこと、考え方を変えてみることなどを生徒が学ぶことがで

きた。 

課題等 

 伝わった生徒と、自分事として理解することが難しかった生徒が見

られた。保健だよりや、掲示などを通して、一人でも前向きに生活でき

るよう、相談室とも連携し継続的に支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

【補足資料】９：校内連携⑧（中学校）   

スクールカウンセラーと連携した「心の健康」 

 
6 月 23 日『シロでもクロでもない世界でこころを健

康に』という題目でスクールカウンセラーにお話をい

ただきました。 

🐄人が考えたり行動する背景にはイロイロな事情、経

験がある。 

🐄シロかクロの極端思考でなくイロイロな考え方

を！ 

🐄シロかクロかだけでなく、皆がイロイロな事情を持

っていると考えることが、あなたの心も、脳も、あな

たの周りの人の心も、脳も健康にする！ 

という大変興味深い内容でした。 

職員室まえに掲示します！ぜひご覧くださいね。 
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【組織活動・保健室経営】 

９：校内連携⑨（中学校） 

取
組
内
容 

テーマ 新型コロナウイル感染症対策マニュアル ～〇〇中学校ver～ 

取組に至っ

た経緯 

 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、本校における感染症対応マニ

ュアル（課業日、長期休業日、修学旅行、濃厚接触者特定およびPCR検

査の対応）についてまとめた。 

実施時期 年間 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 

 新型コロナウイルス感染症に関する膨大な情報を整理し、マニュアル

を作成することで、管理職、全教職員、学校医と共通理解を図り、学校

運営に生かすことができた。 

課題等 
 国、県、市の動きや、新型コロナウイルスの感染状況に注視しながら、

今後もマニュアルを見直していきたい。 

 

 



 

補足資料 

 

「新型コロナウイルス感染症対策マニュアル」 

 

    

１ 課業日 

〇登校日の対応について 

（自宅で健康観察→昇降口で健康観察→教室で健康観察→授業→給食→清掃→部活動→下校） 

 〇健康観察について（登校時の流れ、事後措置） 〇発生時の対応  

〇教育活動における留意事項 

・対策（マスク着用、三密回避、手洗いの徹底、校内の環境衛生管理｟ゾーニング、消毒、来校者 

への対応｠） ・感染リスクの高い学習活動 ・給食 ・清掃 ・部活動 

 〇関係資料 

（健康観察カード、新型コロナウイルス感染症｟疑い・風邪症状含む｠報告等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 登校日の対応について 

 

図１ 表紙 

 

図３ 健康観察について 

 

図４ 教育活動における留意事項 

 

図６ 新型コロナウイルス感染症
（疑い・風邪症状含む）報告 

 

図５ 給食時の対応  
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２ 長期休業日 

〇登校時の対応について（主に部活動顧問の動き） 

 〇日直について（欠席連絡の対応、PCR 等検査の報告書作成、消毒） 

 

３ 修学旅行 

 〇参加可否について（職員も同様） 

 〇旅行中、陽性者・濃厚接触等が出た場合の対応  

  ・医療機関への搬送手段（けが、風邪症状） ・医療機関リスト  

 〇健康観察について（検温１日目８回、２日目７回：職員が検温し、生徒自身が記録する。） 

 〇消毒、入浴の扱い（部屋風呂対応）、バス・新幹線車内の過ごし方、食事、就寝時の対応 

 〇保健室から持っていく救急用品（フェイスシールド、防護服等の感染症対策品も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 濃厚接触者特定および PCR 検査の対応 

 〇濃厚接触者特定と PCR 検査決定の担当者 

 〇聞き取りシート 

〇濃厚接触者等の特定基準（　　保健所HP・文部科学省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 主な消毒場所 

 

図１０  濃厚接触者特定および PCR検査決定の担当者 

 

図８ 参加可否について 

 
図９ 旅行中、陽性者・濃厚接触等が 

出た場合の対応 
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【組織活動】 

９：校内連携⑩（中学校） 

取
組
内
容 

テーマ 
｢安心｣｢安全｣を目指した保健管理 

    ～みんなで学ぼう｢新しい学校生活｣～ 

取組に至っ

た経緯 

学校経営目標の一つである｢安心・安全な学校づくり｣を目指して新型

コロナウイルス感染防止対策に取り組んでいる。 

令和２年度休校中に教職員向けに校内研修を実施後、校務分掌に分か

れ生徒の学校生活における留意点について検討し感染対策を全教職員

で準備。生徒向けにパワーポイント「新型コロナウイルス感染症で学

校生活はどう変わる？」を作成し全校で視聴した。 

実施時期 令和２年度１学期から 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 

パワーポイントを作成、視聴したことで、全校で休校明けの学校生活

の留意点について共通理解を図ることができた。 

課題等 

継続的に発信することが難しかった。 
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【補足資料】９：校内連携⑩（中学校） 

 

「安心」「安全」を目指した保健管理～みんなで学ぼう｢新しい学校生活｣～ 
 

１ 休校中に実施した新型コロナウイルス感染症についての校内研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 全教職員で準備した感染症対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ パワーポイント「新型コロナウイルス感染症で学校生活はどう変わる？」作成・視聴 
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学校再開に向けての配慮事項について－１

時間帯 気になる点 対応

登校時

①時間帯は同一？
②体温表忘れは？
③健康観察は？
④教室までのルート
⑤担当割り振り？
⑥アルコールは？
⑦マスク忘れは？
⑧遅刻者対応は？

朝の時間

①健康観察は？
②体温表チェックは？
③座席は？
④窓の開放は？
⑤朝練では？
⑥相談室では？

集会時

①体育館移動？
②隊形は？
③時間は？
④窓の開放は？
⑤教室移動？

授業中

①教室移動は？
②窓の開放は？
③座席は？
④狭い換気の悪い教室？
(PC/音楽室/理科室等)
⑤手洗いは？
⑥特別教科での配慮
⑦着替えは？
⑧消毒方法は？

２０２０．４．６ 

「新型コロナウィルス感染症対策について」 

 

１．新型コロナウィルスの特徴 

 ①コロナウィルスは、外側に油でできた脂質膜がある。脂質の膜のため、アルコールが効く。 

次亜塩素酸ナトリウム、通常の手洗い石けんも界面活性剤が入っているので、効果あり。 

  ウィルスはそんなに強いものではない。慌てずしっかりと手を洗うことが大切！ 

 

 ②ウィルスは、プラスチックやステンレスの上では、４８時間から７２時間残るという実験結果あり。 

机の上の物はしっかり片付けること。 

 

 ③若い人ほど症状がはっきりせず、見つけにくい。かかっても軽症である場合が多い。 

しかし、保護者や家族、教職員に拡大すると命の危険が増えてくる。 

医師でも感染しているかどうかを見極めることは難しい病気。 

 

２．学校での新型コロナウィルス対応の４つの原理原則 

 ①行動目標を分かりやすく決める。 

生徒、保護者にも伝える。シンプルで分かりやすいものにする。 

 

 ②対策はみんなで行う。 

生徒・親・医療者・学校みんなで対策を考えていく。情報の孤立は良くない。 

一緒にどう戦っていくかの対策を考えていく。状況を親にも伝える。 

 

 ③対策を評価し、最新のものに見直す。 

情報は更新されるので、良い工夫をどんどん取り入れて、ブラッシュアップする。 

 

 ④必要な情報を取り入れる。 

  自分達にとって必要な情報を取り入れること。 

 

３．学校での新型コロナウィルス対応の６つの具体策 

 （１）入口対策 

 ①具合が悪い子への対応 

  コロナウィルスの感染症の特徴として、感染の疑いがある生徒か、否かは教職員では区別はつけられ

ない。⇒ ∴具合が悪い生徒は家に帰す。  具合が悪い生徒の拾い上げは、健康観察カードで！ 

 

 ②学校で具合が悪くなった子への対応 

  朝の時間帯等にクラスで体温測定する（接触型の場合、消毒用アルコールが必要となる） 

  学校で具合が悪くなった子をどのタイミングでもいいので、早く拾い上げ、人がたくさんいる環境か

ら別の場所に移す機会を持つ。 

 

 ③体調不良の申し出ができる対応 

  具合が悪い子がいつでもどこでも申し出ることができる雰囲気づくり。 

R２教職員で設置した体調不良生徒対応部屋 

校内研修会の新型コロナウイルス感染症関連資料 校務分掌会議での検討事項内容及び資料 

校内研修会風景 

R２作成 パワーポイント「新型コロナウイルス感染症で学校生活はどう変わる？」より抜粋 ～登校編～ 

R３教職員で設置した体調不良生徒対応スペース 
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【補足資料】９：校内連携⑩（中学校） 
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R２作成 パワーポイント「新型コロナウイルス感染症で学校生活はどう変わる？」より抜粋～健康観察編～ 

R２作成 パワーポイント「新型コロナウイルス感染症で学校生活はどう変わる？」より抜粋 ～給食編～ 

R２作成 パワーポイント「新型コロナウイルス感染症で学校生活はどう変わる？」より抜粋 ～清掃・放課後編～ 
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【組織活動・保健室経営】 

９：校内連携⑪（高等学校） 

取
組
内
容 

テーマ 三者面談時の感染症対策 

取組に至った

経緯 

 昨年度の反省から、三者面談時の感染症対策が学級担任の裁量によっ

て異なっていることがあげられた（パーティションの設置など）。 

 統一した体制をとって、教職員及び保護者が安心して実施できるよう

に保健環境部で検討した。 

実施時期 令和３年６月 

成
果
と
課
題 

成果 

 全学級に「パーティションの設置」「換気方法」「アルコール消毒液

の設置」「消毒方法の周知徹底」「手指消毒の協力の呼びかけ（掲示物

の設置）」の徹底が出来た。 

課題等 特になし 

 

 

 

９：校内連携⑫（高等学校） 

取
組
内
容 

テーマ 感染予防のための接触者制限 

取組に至った

経緯 

来校者と教職員の接触に制限を設けることで、外から持ち込まれる

感染症に対する予防策を取りたい。そのために、事務室と連携を図る

ことで、来校者は校舎内に通さず、当該教職員が職員玄関に出向き、

その場で対応することとした。 

職員玄関近くの一室を、来校者の対応場所と定め、来校者と教職員

との接触場所を限定した。 

事務室前の来校者名簿には、体調・体温・万一の時のための連絡先・

対応する職員名を記載していただくよう徹底した。 

実施時期 年間 

成
果
と
課
題 

成果 
 感染症予防に関する教職員の意識を高めるとともに、感染リスクを

下げることができた。 

課題等 
 来校者は校内に入ることができないので、その都度、該当教職員に

取り次ぐ必要があり、事務職員に負担をかけてしまった。 

 

 

 

 


